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 月信  第十号     
   「ロータリー雑誌月間に向けて」     
         ―― 永続とは何か ―― 

 
 

  
 ひとつの商売を守って何百年、先祖代々からの事業を百年以上も継承し、今日もなお隆々と栄えてい

る企業、商店がいたる所に存在しています。これらの老舗は「近代の中にも伝統の味を守る」「伝統の

中に新しい感覚を生かした製品つくり」の努力が、日夜はらわれています。 
 老舗とはいったい何でしょうか。広辞苑には 
 ・先祖代々の行を守りつぐこと。 
 ・先祖代々から続いて繁盛している店。また、それによって得た顧客の「信用・愛顧」  
  とあります。 
 
 老舗と言われる第一の条件は、先祖代々からの業を守り、続いている事が絶対的な条件のようです。  

長い歳月の間には内外の情勢が大きく変化し、これに対応しきれないで脱落していく場合も有るでしょ

うし、当主に店を継ぐ意志がなく、廃業するケースもあるといいます。ことに変化が激しく、盛衰きわ

まりない今日の社会に有って、景気の変動、恐慌など厳しい荒波や風雪に見舞われることも有ります。  

したがって、これを乗り越え、家業や企業の灯火を消さないようにして、しかもその中に新しい感覚を

生かしながら先祖代々からの業を守りついで行く事は、人知れない努力が必要で、並たいていの事では

有りません。ここに「のれん」を守って、永続していく老舗の意味があり、老舗が人々から尊ばれるゆ

えんがあるのでしょう。第二の条件は、今もなお繁盛しているという事です。顧客がにぎわいをみせ、

信用・業績とも傑出することです。さらに永続する老舗の繁盛とは、途中、多少の起伏はあるにしても

恒常的に健全であり、それが世の審判に耐え、しかも正々堂々とした経営の上に生まれた繁盛でなけれ

ばなりません。 
 
 そして老舗が誇るものに「のれん」が有ります。のれんは信用の象徴という事になります。いうまで

もなく商人にとって信用が生命です。信用がなくて家業を継続させる事は出来ません。信用は一朝にし

て出来るものではありません。しかも、一朝にして消え去るものでも有ります。営々として築きあげた

「のれん」は心ないあやまち、ふとした不注意によって失われやすいものです。世間から信用されると

いう事は、要するに善意を貫くという事に帰するのではないでしょうか。古来「積善の家に余慶あり」

といわれるように、善徳を積むことが世間に信用を得る絶対条件のようです。 
 老舗が世間から尊ばれるのは、ただ古いからではなく、善徳を積むことによって社会の信望を得てい

るからなのです。「永続の秘訣」については、「今日という日は過去における最後の日で有ると同時に、

未来における最初のスタートの日です。ですから今日ただいまが一大事で有るので、今日の日に最善を

尽くす。それが永続の秘訣ではないでしょうか。」   
 
 技術の向上にせよ、事業の成功にせよ、人間の進歩のどれ一つとって見ても、それは人間の英知と努

力の積み重ねが必要といえます。人口衛星は偶然の発明から生まれたものでは有りません。科学者達が、

はじめに目標を設定し、それに向かって研究・努力してきたからです。しかしそれはだだの夢とは違い

ます。行動を伴った努力の積み重ねの結果、出来た夢の実現なのです。これは我々ロータリアンにも言

える事ではないでしょうか。「ロータリーの友」を購読しているだけでなく、その内容についてもしっ

かりと目を通して、ロータリアンとしての自分自身を見つめなおす良い機会にしてもらえればと、思い

ます。 
 

国際ロータリー             

第２５６０地区 ２００９－２００年度   

ガバナー        植木 康之 
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村上岩船 RC 創立１０周年記念式典、祝賀会 

村上岩船 RC 会長 斎藤 三善 
開催日 ：  2010 年 2 月 20 日 
会 場 ：  瀬波温泉 汐美荘 

春とは名ばかりの未だ寒い２月２０日（土）、当クラブの例会場でもある、瀬

波温泉「汐美荘」に於いて、植木ガバナー、村上市長をはじめ大勢の御来賓、

第一分区内から会長、幹事、ロータリアン各位をお迎えし創立式典を開催いた

しました。 
スポンサークラブであります村上ロータリークラブ様の御尽力により村上岩

船圏域の RC メンバーの拡大・増強を目的に４０週年記念事業として２０００

年１２月第２５６０地区では５５番目、日本で２０世紀の最後に誕生したクラ

ブが、もう１０年の歳月が過ぎた事に光陰矢の如しを感じました。 
 

 

式典では開式の点鐘の後に恒例の握手タイムでコミニュケーションをはかり、

実行委員長による開式のあいさつ、村上岩船 RC 会長の歓迎あいさつ後に植木

ガバナー、村上市長より祝辞をいただきました。式典はなるべくコンパクトに

し、祝賀会で皆様に大いに飲んで食べて祝って頂けたらとのコンセプトの下、

その後の祝宴では設立時に御尽力されました、特別代表の加藤幹司様より乾杯

の御発声をいただき御来賓、ロータリアン各位、遠く大阪からお祝いに駆けつ

けてくれた創立時より交流のある守口イブニング RC のメンバーを交え懇親を

深めました。祝宴の終わりには「手に手つないで」そして村上岩船 RC 幹事の

お礼の言葉で大盛会のうちに終了しました。 
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第 2 回米山奨学委員会セミナー 

 

植木年度 地区副幹事 品田孝行（柏崎ＲＣ） 
 
 去る 2 月１３日、柏崎商工会議所に於いて「第 2 回米山奨学委員会セミナー」が開催され

ました。 
 冒頭、米山奨学会理事、大島精次様、米山奨学委員会委員長、箕輪光泰様より挨拶を頂き

セミナーを開催しました。 
 

 
 
 今回は、委員長さん、各クラブの新旧米山奨学委員 80 名が集まり今後の活動について協議

いたしました。 まず始めに、各分区の代表より活動報告や奨学金等々について報告をして

頂きました。 
 報告の中心となったのは、奨学金の集め方でした。 奨学金目標額達成の為、各クラブが

工夫しながら集めているお話をお聞きし大変参考になりました。又、米山奨学の意図すると

ころが浸透されてないところもあり、今後の米山奨学の啓蒙活動のあり方について考えさせ

られました。  
 その後、１０グループに分かれ「米山奨学金の寄付の集め方」について協議し代表より発

表して頂きました。 主なものとして「米山奨学の理解を深めて頂き寄付を集める」「月謝袋

を作り分納して集める」「米山奨学月間に集める」 
「年度末には集める」等々の発表がありました。 
最後に、「お世話させて頂くという気持ち」カウンセラー清塚茂則さん（越後魚沼ＲＣ）、

「ガンディーの影響を受けた私の人生」米山奨学生グプタ、アヌラグさん（越後魚沼ＲＣ）

より体験報告をして頂きました。 清塚さんは、「大きな期待はするな、結果を求めなくても

よい、自己満足なんだ」とカウンセラー体験を締めくくりました。 グプタさんは、異国の

地に来てスランプに堕ちていたところ、父より贈られた「ガンディー」の本を読み生き方が

変わり、回りとの関係も良くなったという体験を話して頂きました。 
 

 
 
この体験報告は、参加した会員にとっても米山奨学を理解するにも良い機会ではなかった

かと思います。 
今回のセミナーも、終始和やかな雰囲気で良かったと思っております。 
参加された皆様、お疲れさまでした。 
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第 2560 地区米山奨学生終了式・歓送会 

 

地区米山奨学委員会 奨学生・学友担当委員長 兵藤 邦広（新潟南ＲＣ） 
 
３月６日（土）２００９学年度、米山奨学生の終了式・歓送会が開催されました。 

当日は、終了者１５名と各大学からの指導教官４名を含め、カウンセラー、ロータリアン等合わ

せて６３名の御出席を頂きました。 

  
 
終了奨学生の中には自国の民族衣装を身に纏っている人もいて、華やかであたたかい雰囲気の歓

送会となりました。懇親会では、終了奨学生とカウンセラーとが各々の思い出話に華をさかす微

笑ましい光景もあり、またアトラクションでは、ベトナム、インド、中国など次から次へと自国

の歌を披露する奨学生もいて大変盛り上がりました。 

  
  
米山奨学生は、終了と同時に学友となります。学友となってからも、「ロータリー米山奨学の精

神」を忘れることなく、お世話になったカウンセラー、世話クラブのロータリアンの皆様との末

永いお付き合いを切望します。折々に思い出して頂いて、それが年賀状の一枚でも良いと思いま

す。終了者には改めて、米山奨学生の終了がロータリーとの関係の終了にならない様心して頂き

たいと思います。 
カウンセラーの皆様には本当にご苦労様でした。これからも米山奨学生を宜しくお願い致しま

す。 
 最後になりましたが、大島米山奨学会理事、植木ガバナー、品田地区副幹事、橋詰次期地区副

幹事、詹学友会長をはじめ、多数のロータリアンの御出席に心より感謝と御礼を申し上げます。 
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青少年交換学生 レポート 1 

 

櫻井 志保さん 
 

 

アメリカ テキサスへの派遣学生 

こんにちは。もう気が付くと３月です。やっともう寒くなくなってきたなぁ～と感じます。しかし、

まだ春の香りはしません。 

  

さて、先月と今月もたくさんいろんなことがありました。２月１４日バレンタインデー。ちょっと期

待していた日でした。チョコをたくさんもらえて嬉しかったです。アメリカはホワイトデーがない

んですね!アメリカの人にとってはホワイトデーがある日本の文化がうらやましいそうです。 

  

そして、昨日帰ってきたロータリーの旅行。たくさんの国の人たちと友達になりました。国の違

いでその国の人たちの違いがわかったような気がします。一番目立っていたのがブラジル

人。ものすごくにぎやかで他の国の人たちが唖然としていたのを覚えています。 

３日目のオールナイトで体育館でダンスパーティをしたときにブラジルの人の踊り方が問題と

なり大変でした。それから一人のイタリア人の男の子。これもまたまた面白い人で、必ず女の

子を口説くんです。一人の女の子を口説いては、また次の女の子のところへ行って口説き歩

き…。アジア人はそれにびっくりしていました。イタリア人の男の子はよく女の子を口説くと耳

にしたことがあったので本当にそうだなぁ～っと感じました。そうしてみてみると、国に何かの

違いがあって面白いです。といっても、国というより個人個人の違いが面白いです。私はここ

で、アメリカに来て初めて日本人に会いました。私を合わせて、女の子３人だけです。こうし

て、日本人と他の国を比べてみるとかなりの違いを感じます。その国との違いなどで自分の

国に誇りを持てたりたくさんのことを感じさせられます。この旅行は本当にいろんな国の違い

を感じられて勉強になりました。 

  

学校は本当に嬉しいこと悲しいことがたくさんあります。最近よく感じることが人種問題。ここ

はもちろんアメリカでいろんな人種の人がたくさんいます。人種問題これは避けたくても避け

られない問題です。学校で一人で歩いていると他の生徒から牛乳パックを投げたれたり、ゴミ

を投げられたり、カスワードを言ってきたり、ガムを付けられたりします。こういうことは少なく

ありません。それに対し、自分はいつも無視していました。正直最初はしょうがないと思ってい

て、慣れればなんとかなると思っていましたが…。なんだか、今はそれに腸煮えくり返ってしょ

うがありません。心の底からこの野郎と思いますが、あちらもあちらでアジアという国に何か

があるのかもしれません。顔の違いで苦しんでいる人たちのことを思うとなんだか切なくなっ

てきます。私はこの人種問題をこの学校から失くしたいと思います。 

  

あと一週間後は春休みです。違う州に行く予定です。とても楽しみです♪ 

 ではまた来週にまたレポートを送ります。 
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青少年交換学生 レポート 2 

 

塚田治幸さん 
 

 

ブラジルへの派遣学生 

 
1 健康状態（食事・睡眠） 

          
   こちらはまだ夏でほんの少し気温が下がったものの暑い日が続いています。 

   最近ですが雨が降ったときとの温度差で風邪を引いてしまいました。 

   今は問題ないですが、夏風邪は厳しいものですね。 

   食事睡眠とも自由にできるのでまったく問題ありません。 

   夕ご飯はある程度食べないと眠れないので、自分だけ多めに食べたり別のものも

食べたりします。とにかく自由な家です。 

 
2 学校生活 

 
   今日から学校が始まりました。前と変わらず同じ感じです。 

   都合で遅れていったのですが、教室に入ったら拍手が起きてびっくりしました。

   授業の時間もいつもどおり適当です。 
 

3 生活（ホストファミリー家） 

 
   相変わらず兄といる時間がとても長いです。 

   土曜の夜は必ずといっていいほど兄と友達とで遊びます。 
 

4 ホストロータリークラブでの行事（例会・大会） 

 
   ３週間前から例会が始まりました。 

   毎週水曜の夜というのは変わらないのですが行く時間が少し変わりました。 

   ここの家はカトリックを重要視しているので、たまに水曜に教会に行くことがあ

ります。その後に例会に行くとご飯だけ食べて終わりということになります。 

   そんなこともありますがほぼ毎週、例会には参加しています。会長が変わり新し

い会長は違う人になりました。その決め方がとても面白かったです。 

   中学生の絶対に決まらないなすりつけの推薦方式でみんなやりたくないがため 

に、いろんな人を推薦していました。結局年配の人が、誰もやらないならという

ことで話がつきましたが、あれは面白かったです。 

 
5 困っている点、問題点 

 
    今回も同じくありません。 
     

  ６ その他 

 

    15.17日の２日間カーニバルに行ってきました。 

    カーニバルはブラジル全体でほぼ同じ時期に始まり、ここの町では14～17日ま

での４日間でした。 

    テレビで見るようなものと違い、お金を払って会場に入り踊ったり騒いだりす

るというものです。 

    巨大なフェスタというか、小さいライブというか、大きなクラブというかなん

とも説明しずらいところですが、とにかく楽しかったです。 

    夜から始まるのですが友達と会ったり、知らない人と踊ったり、まさしくブラ

ジルらしい行事だったと思います。 
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青少年交換学生 レポート３ 

 

木下博人さん 
 

アメリカ  

 トラルステイツ複合地区への派遣学生 

 

 
1 健康状態（食事・睡眠） 

          
少し胃の調子が悪いです。体重も10キロやせてしまいました。アメリカにき

たら太ると思っていたのでものすごくびっくりしています。 
 

 
2 学校生活 

 
    学校生活は順調だと思います。何事もなく楽しく過ごしてます。 

 

 
3 生活（ホストファミリー家） 

 
    さすがに弟たちにはもう慣れたので、問題なくすごしてます。 

ただイライラというか、ストレスみたいなものはたまりますねやっぱり（笑）

 

 
4 ホストロータリークラブでの行事（例会・大会） 

 
特に問題はありません。毎週水曜日に学校を途中で抜けて例会に行って、ご飯

を食べてまた学校に戻るという感じです。 
 

 
5 困っている点、問題点 

 
    とりあえず何に関しても情報が入ってこないというか、直前に言われることが

多いです。お金の管理も曖昧だと思います。一か月分もらってないとか、不定

期的にお金が入ってくるとかは普通です。これが普通なのかもしれないです

が、そういうところはきちんとしてほしいです。 
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期間中に、事務局へご連絡頂いた会員様は、次の方々です。（順不同） 

所 属 Ｒ Ｃ 入 会 日 氏 名 職 業 
 

新潟ロータリークラブ 2010.3.2 小林 博 ㈱JTB 関東法人営業

新潟支店長 
 

新潟ロータリークラブ 2010.3.9 小飯田 澄雄 ㈱小飯田工業 

取締役社長 
 

三条北ロータリークラブ 2010.3.2 本田 芳久 (有)日本料理魚長 

代表取締役 
 

長岡西ロータリークラブ 2010.3.4 森田 直子 ㈱ホーミング 

常務取締役 
 

小千谷ロータリークラブ 2010.3.1 田辺 健 株式会社北越舗道 

代表取締役社長 
 

雪国魚沼ロータリークラブ 2010.3.3 林 敏男 塩沢信用組合 

常勤監事 
 

直江津ロータリークラブ 2010.2.1 金子 智雄 ㈱八十二銀行 

直江津支店支店長 

 

 
 

    
小林 博 小飯田 澄雄 本田 芳久 森田 直子 

    

   

 

田辺 健 林 敏男 金子 智雄  

 



所属クラブ：小千谷ＲＣ

ご訃報日：2010.3.7

氏名：大渕　新一郎

職業：大渕経理事務所

経歴：1998～1999年度会長

訃　報　会　員

「ロータリーの友」編集の取材情報収集にご協力ください！

2009-10年度ガバナー月信4月号　Vol..10

ロータリーの友では、各クラブの活動紹介（ロータリーアットワークな
ど）や俳壇・歌壇・柳壇などへの投稿は従来と変わらずにお願いをし
ながら、それらに加えて新たに、様々なテーマに沿った編集部の独自
取材による特集記事を募集しております。
テーマ等、詳しくはホームページ【事務局お知らせ】をご覧ください。
ホームページ事務局お知らせページURL
http://www.rid2560niigata.jp/organizer/index/?page=3#item588

また、全国のクラブから情報が寄せられるため、お送り頂いた情報
が、全て即時に採用されるということは残念ながらお約束できません
が、お願いするテーマが多岐にわたっているため、新たな切り口で違
うテーマの特集に組み入れたり、来年度以降の特集として生かされる
場合もあります。皆様の情報をお待ちしております！

期間中に、事務局へご連絡戴いた会員物故者は、次の方々です。故人のご冥福をお祈りい
たします。
(*敬称は省略いたします。）

地区ロータリーの友委員からのお願い



第2560地区　2009-10年度　2月末時点出席報告

7月1日
現在

2月末日
現在

女性 増減
7月1日
現在

2月末日
現在

女性 増減

第1分区(9クラブ) 86.33 327 342 25 15 第５分区(７クラブ) 86.62 318 321 23 3

1 新発田 4 98.05 78 82 0 4 36 長岡 4 86.65 42 44 2 2

2 村上 3 88.89 33 37 6 4 37 柏崎 4 93.75 45 48 0 3

3 水原 4 84.10 24 24 1 0 38 長岡東 4 81.96 74 72 6 -2

4 中条 4 91.67 34 35 2 1 39 柏崎東 4 94.69 45 47 1 2

5 新発田城南 3 93.75 43 42 5 -1 40 栃尾 4 78.75 20 20 0 0

6 豊栄 4 87.00 24 24 3 0 41 長岡西 3 84.17 47 45 3 -2

7 新発田中央 4 79.14 43 47 2 4 42 柏崎中央 3 86.39 45 45 11 0

8 中条胎内 4 81.48 25 27 3 2 第６分区(6クラブ） 83.96 150 150 9 0

9 村上岩船 4 72.92 23 24 3 1 43 十日町 3 94.25 27 29 0 2

第2分区(9クラブ) 82.50 398 400 18 2 44 小千谷 3 67.67 35 36 4 1

10 新潟 4 85.31 78 83 0 5 45 雪国魚沼 4 82.60 23 23 2 0

11 新潟東 4 100.00 54 54 0 0 46 十日町北 4 97.91 26 24 1 -2

12 新潟南 4 81.84 72 69 0 -3 47 津南 4 88.55 24 24 2 0

13 佐渡 3 79.00 14 13 0 -1 48 越後魚沼 4 72.75 15 14 0 -1

14 新潟西 3 67.71 29 32 0 3 第7分区(9クラブ) 81.72 331 344 17 13

15 佐渡南 4 81.71 44 44 5 0 49 高田 4 94.37 75 77 0 2

16 新潟北 4 87.84 38 36 0 -2 50 直江津 4 76.02 51 49 2 -2

17 新潟中央 4 80.36 28 28 3 0 51 新井 4 66.02 37 40 2 3

18 新潟万代 4 78.75 41 41 10 0 52 糸魚川 3 71.86 33 34 0 1

第3分区(6クラブ) 69.70 162 159 8 -3 53 妙高高原 3 85.71 7 8 0 1

19 新津 4 70.31 25 26 1 1 54 高田東 4 80.13 40 39 2 -1

20 村松 4 84.38 8 8 0 0 55 糸魚川中央 4 78.29 36 40 0 4

21 五泉 3 62.00 27 26 3 -1 56 頸北 4 91.60 16 16 1 0

22 白根 3 80.50 54 53 1 -1 57 越後春日山 3 91.45 36 41 10 5

23 新津中央 4 79.42 36 34 2 -2

24 阿賀野川ライン 2 41.60 12 12 1 0

第４分区(11クラブ) 77.39 401 404 24 3

25 三条 4 80.39 54 55 0 1

26 燕 3 72.41 29 32 1 3

27 加茂 3 82.88 36 37 5 1

28 三条南 4 90.11 54 54 0 0

29 分水 4 85.61 36 33 2 -3

30 見附 3 75.00 17 17 0 0

31 吉田 4 85.00 41 40 5 -1

32 三条北 3 68.57 67 70 4 3

33 巻 4 80.00 18 15 0 -3

34 田上あじさい 4 55.50 8 9 2 1

35 三条東 3 75.83 41 42 5 1

2月末日  現在会員数

女性会員数

R　　　C
会　員　数　

R　　　C
会　員　数　

純増減会員数

当月平均出席率

57

2,087

2,120

124

33

81.31

クラブ数

7月1日現在会員数

例
会
数

出
席
率

例
会
数

出
席
率




